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＜はじめに＞ 

令和２年第１回東神楽町議会定例会の開会にあたり、町行政を代表し、まちづ

くりに対する所信を申し述べます。 

 

私は、この度の町長選挙におきまして、３度目の当選をさせていただき、その

責任と使命の重さを感じ、身の引き締まる思いでございます。 

平成２４年２月に町長就任以来、諸先輩方が築かれてきました、まちづくりを

引き継ぎ、町民や議員の皆様との対話を重ねながら、多くの課題に対して、一歩

ずつではありますが、その解決に向けて取り組みを進めてまいりました。 

平成２５年度からスタートした第８次東神楽町総合計画は、本年度が中期計画

の最終年度となりますが、これまで公約に掲げてきた多くの施策を盛り込みなが

ら、各事業を着実に実施することができましたことは、町民ならびに議員各位の

格別のご支援をいただいたことにあると、深く感謝を申し上げる次第でございま

す。 

町長３期目の４年間で、東神楽町のさらなる飛躍に向け、町民の皆様から寄せ

られました信頼と期待に応えるべく、引き続き町民や議員の皆様との対話を重ね

ながら、新たな行政課題や多様化する町民ニーズに対して、町民の期待に応える

べく専心努力していく所存でございます。 

 

＜町政執行の基本的考え方＞ 

本年度の町政執行の基本的な考え方について申し上げます。 

少子高齢化や生産年齢人口の減少に対応し、将来にわたって持続可能なまちで

あり続けるためには、健康や子育て、福祉、教育など幅広い分野での総合的な取

り組みが必要であるため、「第８次東神楽町総合計画」や「東神楽町地区別まちづ

くり計画」、「第２期東神楽町地方版総合戦略」の施策を推進することにより、未
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来に輝くまちづくりに取り組んでまいります。 

そのためには、「効率化」と「生産性の向上」が必要不可欠であり、「よりコン

パクトなまちづくり」「より効率的なネットワークの形成」「より高い経済生産性

の実現」「より効率的な行財政の運営」など、あらゆる面で効率化と生産性の向上

を意識しながら、未来を見据えてしっかりと前進してまいります。 

 

＜よりコンパクトなまちづくり＞ 

老朽化し、現行の耐震基準に適合しない総合福祉会館や国民健康保険診療所、

役場庁舎の一部などの公共施設等を集約・再編し、効率的で利便性の高い複合施

設の整備を進め、更なる高齢化に備え、より一層のコンパクト化により、歩いて

暮らせるにぎわいのあるまちづくりを推進してまいります。 

整備にあたっては、町民の皆様のご意見を聴きながら、花のまち東神楽町の顔

となり、町民の皆様が集える施設となるとともに、防災の拠点としても安全性の

高い施設となるよう、配慮してまいります。 

 

＜より効率的なネットワークの形成＞ 

また、「将来の東神楽の骨格を成すインフラ整備」も効率的なまちづくりには必

要であると考えております。 

道道東川東神楽旭川線の拡幅整備や地域高規格道路の旭川東神楽道路整備の

早期完成に向けた関係機関への要請や、東神楽工業団地から地域高規格道路へ直

接アクセスできる町道北２線の整備を引き続き進めてまいります。 

 

＜より高い経済生産性の実現＞ 

さらに、地域経済の生産性向上にも力を注いでまいります。 

東神楽町の基幹産業である農業の生産性向上に向け、期成会と関係組織が一丸
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となって国営緊急農地再編整備事業を進めてまいります。旭東東神楽地区の工事

が順調に進む中、聖台地区を含む旭東地区でも事業が着手される予定となってお

ります。 

商工観光面では、東神楽流のグリーンツーリズムにより農業と都市の交流を深

め、大雪カムイミンタラＤＭＯに関連した冬の観光体制強化や、新規創業にかか

る補助や融資などによる中小企業の育成を進めてまいります。 

新たな特産品の開発支援と、東神楽地域独自ブランド「種と実セレクト」にお

いて、家具、農産品等の認定商品を新たに選定するなどして普及促進を図るとと

もに、商工会などの関係団体との連携の中で、地域経済活動の発展に結びつく多

様な取り組みを継続してまいります。 

また、旭川空港の民間委託により柔軟で積極的な空港の活用が見込まれること

から、空港を活用した地域経済の活性化策を検討してまいります。 

 

＜より効率的な行財政の運営＞ 

今後、複合施設整備事業等の大型事業を実施することから、さらなる行政効率

の向上や、今後も持続可能な行財政運営を行うため、中長期的な財政状況を見据

えながら、歳入の確保と事務事業のＰＤＣＡサイクル構築に向けて取り組んでま

いります。 

限りある予算の「選択と集中」や、社会情勢の変化に対応した制度の見直し、

急速に進展するＡＩ・ＩＣＴ技術の活用など、効率的・効果的に政策を運営して

まいります。 

また、役場の働き方改革を進めるとともに、スピード感と思いやりのある対応

ができる、町民から信頼される役場づくりを目指してまいります。 
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＜重点施策＞ 

本年度は、次の四つの重点施策に力を入れて取り組んでまいります。 

第一に、『東神楽流定住対策』であります。 

人口が微減のうちから徹底した住みやすいまちづくりを進めることで、急激な

人口減少と少子高齢化を未然に防いでまいります。 

引き続き、「未来につなげる住まいの輪促進事業」の推進や公営住宅新町団地の

整備を行うとともに、新たに東京圏から地方へ移住し中小企業に就業した方を支

援する国の地方創生移住支援事業を活用しながら、雇用の拡大や地域の活性化等

を推進してまいります。 

 

第二に、『東神楽流子育て支援』であります。 

子どもが多いまち、子育てしやすいまちが今後も定着するよう、現在の子育て

環境の充実・発展に全力で取り組んでまいります。 

これまでの子ども屋内遊戯場をリニューアルし、子どもの安全・安心な遊び場

の機能を向上し、さらに子育て支援センターの機能も加え、子育て親子の交流の

場として、新たな子育て支援拠点を整備してまいります。 

また、年々保育ニーズが高まっているなか、今後の保育の受け皿を効果的に確

保するため、東神楽幼稚園と中央保育園の幼保連携型として、町立認定こども園

の導入について検討を進めてまいります。 

 

第三に、『東神楽流スーパー健康長寿社会の実現』であります。 

高齢化の進展を抑制することはできても、高齢化を完全に防ぐことはできませ

ん。心身ともに元気でいきいきとした高齢者と若者があふれる町を目指してまい

ります。 

これまで実施してきた政策をもとに、ＩＣＴ技術で健康情報が可視化されるシ



- 6 - 

ステムを活用しながら、時代の最先端をいく健康食育タウン事業の更なる展開を

図り、学習機会の提供を通じて町民のヘルスリテラシーを高めるとともに、これ

まで健康に無関心だった方々が、健康のための行動を起こすようなインセンティ

ブを設け、健康のための努力を進んで行うような取組を進めてまいります。 

また、高齢者関係団体やボランティア組織とも連携をしながら、地域において

町民自らが主体となり、健康づくりや、疾病の予防・生活機能の維持を目指す活

動に取り組む高齢者の活躍の場を広げてまいります。 

 

第四に、『東神楽流花のまちの再活性化』であります。 

町民と連携のもと、花のまちづくりや環境美化を推進することにより、東神楽

町らしい景観づくりを進めていくとともに、本年度は、「花のまち５０周年」の記

念事業を通して、町民の皆様とともに東神楽町が豊かなまちへと発展するような

取り組みを進めてまいります。育苗センターを拠点とした「花の駅」の充実やオ

ープンガーデンの取組み強化、花を活かしたイベントの開催など、新しい時代の

「花のまち」を発信してまいります。 

 

＜さいごに＞ 

最後になりますが、令和２年度は、先ほど申し上げました施策を軸におきつつ、

きめ細やかに各分野の政策を着実に実行・実現していくことで、５０年後、 

１００年後も持続可能なまちづくりを目指してまいります。 

結びに際し、町民の皆様と議員各位のご健勝とご活躍をお祈り申し上げますと

ともに、町政に対するご支援とご協力をお願い申し上げ、令和２年度の町政執行

方針といたします。 
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■ 健やかな笑顔あふれるやさしいまちづくり 

○ 子育て支援 

最優先課題である子育て支援につきましては、待機児童を出さないための取り

組みとして、保育施設の受け皿や保育士等の専門人材を確保するなど、質の高い

保育の提供に努めてまいります。 

さらに、生まれてくる子どもの居場所をお祝いする「君の椅子プロジェクト」

の継続や、放課後の子どもの居場所づくりとして、放課後子ども教室の開催や児

童クラブにおける学習支援、様々な支援を必要とする子どもの自立する力を育む

居場所として、「第三の居場所」事業の継続など、地域における多様な子育て支援

を推進してまいります。 

 

○ 高齢者支援 

高齢者支援につきましては、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

ことができるよう、多様な機関・団体による包括的な相談支援体制の整備や住民

主体の支え合いづくりの推進など、官民協働による地域包括ケアシステムの構築

の充実とともに、認知症施策の推進や重症化予防等推進事業への取り組みを行っ

てまいります。 

さらに、「保健事業と介護予防事業の一体的実施」に取り組み、高齢者の特性に

応じたこれらの事業を効果的かつ、効率的に提供していくための体制を整備し、

積極的に事業に取り組んでまいります。 

介護予防・日常生活支援総合事業では、今後も生活支援・介護予防推進協議会

による地域の支え合いに関する課題の把握や対策の検討、個別の潜在ニーズの把

握による福祉事業の充実に努めてまいります。 

また、高齢者が社会参加や社会的役割を持つことで介護予防等につながるよう

住民主体の通いの場の提供支援のほか、自主活動支援体験・リーダー養成講座や



- 8 - 

地域リハビリテーション活動支援事業、生活支援ボランティア活動への助成事業

なども継続し、高齢者の自主的な活動への支援策の普及・充実を図ってまいりま

す。 

 

○ 障がい者支援 

障がい者支援につきましては、第５期障がい福祉計画に基づき、障がいを持つ

方が住み慣れた地域社会の中で安心して暮らしていけるよう、各種障がい福祉サ

ービス等の充実や権利擁護、就労の拡大、社会参加の促進を図るなど、障がい者

や障がい児を地域ぐるみで支えるための環境づくり、地域生活支援体制の充実を

推進してまいります。 

今後も、東神楽町地域自立支援協議会を定期的に開催し、さまざまな観点から

地域課題の協議・検討を行なうとともに、障がい者等相談支援事業を委託してい

るＮＰＯ法人をはじめ、社会福祉協議会など各種団体等との連携を深め、制度な

どに関するわかりやすい情報提供に努め、障がい者支援の一層の向上に努めてま

いります。 

 

○ 地域福祉 

地域福祉につきましては、住み慣れたまちで人と人とのつながりを大切に、誰

もが安心して暮らしていくために、社会福祉協議会をはじめ、行政区・町内会、

民生委員児童委員、ボランティア団体などの関係団体と連携・協力しながら、身

近な地域での支え合い・助け合い活動を促進してまいります。 

また、高齢者・障がい者等を対象とした在宅福祉サービスの充実や、地域住民

が気軽に交流するための地域サロン等の活動支援、災害時等における避難行動支

援、地域福祉に関する情報提供・相談体制の整備などを進め、地域課題等の解決

に向けて取り組んでまいります。 
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○ 保健・健康づくり 

保健・健康づくりにつきましては、人生１００年時代を見据え、妊娠期から老

年期まで切れ目ない保健サービスを提供してまいります。 

各世代で実施している健診等については、スマートフォンからも申し込みがで

きるように環境を整え、生活習慣病予防や重症化予防に役立てるとともに、特定

健診の未受診者へのアプロ－チを継続してまいります。 

 母子保健では、助産師による妊婦訪問や健康相談等の個別支援をはじめとして、

多胎児妊娠や不妊症治療に関わる助成事業や、産婦健康診査事業、産後ケア事業

を継続し、出産後の心身ともに不安定になりやすい妊産婦に対する支援を継続し

てまいります。 

健康食育タウン事業では、健康寿命の延伸や介護予防の視点から注目されるよ

うになった、加齢とともに心身の活力が低下するいわゆるフレイルへの対策につ

いて健康講座等を開催し、事業の推進に努めてまいります。 

 

○ 医療 

医療につきましては、町民が安心して受診できる身近なかかりつけ医としての

診療に努め、また、特定健診の受診を勧奨するなど町民の生涯にわたる生活の質

の維持・向上のために、重症化や合併症への進行の予防を図ってまいります。 

診療所の建替えにつきましては、他の公共施設に集約し利便性の高い複合施設

として整備を進めるとともに、診療体制のあり方につきましても将来を見据えて

検討を進めてまいります。 

 

○ 社会保障 

社会保障につきましては、国民健康保険事業の健全化に向け、他の大雪地区広

域連合構成町と連携し、「第２期データーヘルス計画」に沿って、保険者努力支援
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制度を有効に活用しながら、更なる特定健康診査の受診率向上、保健指導の推進

などを通じて、生活習慣病の重症化を防ぐことで医療費の抑制を図るとともに、

健康寿命の延伸に努めてまいります。 

国民健康保険制度については、運営主体が北海道になったことから、北海道が

算定する保険料率を基とする保険料の設定により、保険料水準に激変が生じない

よう他の広域連合構成町と連携しながら、公平な負担となるよう努めてまいりま

す。 
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■ 明日の活力を生む産業のまちづくり 

○ 農林業 

農業につきましては、異常気象や農業資材の高騰、農業生産人口の減少、ＴＰ

Ｐ１１（イレブン）を始めとする国際情勢など地域農業を取り巻く情勢は大変厳

しい状況になっております。農業者の所得の確保に向けて、経営所得安定対策、

日本型直接支払など諸制度の円滑な実施や、圃場の大区画化や農業施設整備の取

り組みを積極的に進めてまいります。 

また、グリーンツーリズム体制整備に向けて農家レストランや農泊などに向け

た支援を講じてまいります。 

林業につきましては、森林経営管理法に対応した適切な経営や管理体制を進め

る一方、森林認証を基盤とした計画的な森林整備や施業の促進を森林組合ととも

に行ってまいります。 

 

○ 畜産 

畜産につきましては、生乳、肉牛とも堅調に推移しております。引き続き、良

質な畜産物を安定的に供給し、環境や家畜に優しい畜産経営を推進するとともに、

飼養衛生管理を進め、伝染性疾病の未然防止に努めてまいります。 

 

○ 商工業 

商工業につきましては、商工会と連携しながら、地域を支える中小企業が活力

を発揮できるよう、既存企業や商店へ各種融資制度の周知などを行うとともに、

経営安定と体質強化に向けた活動支援を行い、事業の継承や後継者の育成などを

進めてまいります。 
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○ 観光 

観光につきましては、広域での「大雪カムイミンタラＤＭＯ」の取り組みと、

これと連携した「ひがしかぐら森林公園『ウパシの森』」の体制整備を、東神楽町

観光協会とともに進めてまいります。 

また、本年は、「花まつり」が第５０回を迎え、「ひがしかぐら森林公園」が 

４０周年、「森のゆ花神楽」が２０周年となることから、それぞれの記念事業に取

り組んでまいります。 

 

○ 雇用対策 

雇用対策につきましては、引き続き、関係機関との連携のもと情報提供や相談、

地元事業所への働きかけ等を通じて、従業員教育の支援、女性・高齢者・障がい

者の雇用促進に努めてまいります。 
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■ 未来を拓く心豊かな人を育むまちづくり 

○ 幼児教育・保育 

幼児教育・保育につきましては、幼児一人ひとりの発達や特性に応じて、豊か

な心と健やかな体を育むため、東神楽幼稚園と中央保育園などにおける教育・保

育環境の充実を図るほか、幼稚園・保育園・認定こども園・小学校間の連携や交

流を一層進めてまいります。  

これまで実施しております私立幼稚園や認定こども園に対する就園奨励助成

や運営助成、多子世帯に対する経済的負担の支援、認可外保育施設等への運営支

援についても継続して進めてまいります。 

 

○ 学校教育 

学校教育につきましては、社会が急激に変化する中で、子どもたちが変化を前

向きに受け止め、持続可能な社会の創り手として、未来を自立的に生きていく知・

徳・体の調和のとれた「生きる力」を育成する教育の推進に努めてまいります。 

確かな学力については、児童生徒一人ひとりが主体的に学習に取り組むととも

に、基礎的な知識・技能のほか課題解決能力や考える力を育むため、加配教員な

どによるきめ細かな指導体制を整備するとともに、大学や教育研究機関と連携し、

先進的な教育活動の推進に努めてまいります。  

各学校におけるＩＣＴ環境については、国が進めるＧＩＧＡスクール構想に基

づき、校内通信ネットワークと児童生徒一人一台の端末の整備を進め、子どもた

ちの他者との協働的な学びや個々の能力、適性等に応じた資質・能力を育むこと

ができる環境整備と活用方法の研究に努めてまいります。 

小学校と中学校の９年間の学びを連続させる併設型の小中一貫教育について

は、教育課程の編成、小学校同士や小学校と中学校の連携を強め、小中学校一体

となって推進してまいります。 
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国際理解教育については、外国語によるコミュニケーション能力の向上を図る

ため、中学校英語教員が、小学校の外国語の授業を行うなどして、外国語指導の

充実に努めるとともに、ＡＬＴを派遣するなどして幼児の外国語教育の充実も図

ってまいります。 

コミュニティ・スクールの取り組みについては、学校や家庭、地域、行政など

が協働して、地域とともにある学校づくりを進めるため、熟議の場を活性化する

などして、各小・中学校におけるコミュニティ・スクールの活動を支援・拡充し

てまいります。 

特別支援教育については、一人ひとりの発達段階に応じた指導や支援を行うた

め、個別の指導計画を立案するなどして、特別支援学級の設置や通級指導教室の

充実を図ってまいります。  

生徒指導については、いじめや不登校の対策として、スクールソーシャルワー

カーやスクールカウンセラーによる取組を充実させるとともに、加配教員やコー

ディネーターによる不登校児童生徒への支援を行うなどして、より一層、子ども

や家庭に寄り添った指導を行ってまいります。  

学校給食では、衛生管理を徹底するとともに、生活管理表に基づくアレルギー

対応を進め、栄養バランスのとれた、安全で楽しい学校給食の提供と地場食材の

利用拡大に引き続き努めてまいります。 

教職員の働き方改革については、共同学校事務室による５小中学校の事務の共

同化を図ることで、事務作業を効率化し、教員が子どもと向き合う時間の確保に

つながるよう、より一層の取り組みを進めてまいります。 

教職員の超過勤務については、勤怠管理システムにより勤務実態を把握し、実

効性のある解決策を検討してまいります。 

また、部活動については、引き続き、部活動指導員を配置してまいります。 

忠栄小学校については、前年中に保護者と地域からの要望により閉校に向けて
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協議を行ったところですが、協議が整いましたので本年度末をもって閉校するよ

う準備を進めてまいります。 

 

○ 家庭・地域教育 

家庭・地域教育につきましては、家庭・地域・学校などの連携協力を推し進め

るため、生涯学習コーディネーターを引き続き配置して、地域学校協働本部や地

域未来塾、家庭教育支援、土曜教育、不登校児童生徒支援などの活動を拡充して

まいります。  

地区公民館については、多様化・複雑化する地域の課題に対応するとともに、

公民館を核とした地域づくりの取組を進め、地域の元気づくりを推進してまいり

ます。  

また、八千代地区公民館の整備では、地域コミュニティの拠点施設として、住

民のニーズを反映した利用しやすく、水害の影響を受けにくい施設を目指して設

計を進めてまいります。 

 

○ 生涯学習・社会教育 

生涯学習・社会教育につきましては、社会教育施設の安全な維持管理と利用拡

大に向けた取り組みを進めてまいります。  

図書館については、ふれあい交流館図書室と学校図書室との連携により図書館

資源の有効活用を図るとともに、第３次子ども読書推進計画に基づき、読書環境

の充実に努めてまいります。 

多様化、高度化する学習ニーズに対応した特色のある講座などを開催するほか、

自然や社会体験などの活動を展開してまいります。  

高齢者大学を引き続き開設するほか、高齢者の豊かな経験と知識を生かす新た

な取り組みを進めてまいります。  
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また、鹿児島県長島町との小学生の相互交流事業を引き続き実施してまいりま

す。 

 

○ 文化・芸術 

文化・芸術につきましては、豊かで生きがいに満ちた暮らしの確保と地域文化

の継承・創造に向けて、文化連盟をはじめ各文化芸術団体やサークルの育成・支

援に努め、町民主体の文化活動を推進してまいります。 

総合福祉会館の建替えについては、文化ホールやサークル活動室等を他の公

共施設と合わせた複合施設として整備することとし、町民が多様な芸術・文化

にふれる機会と文化活動を発表する場を提供できるよう検討してまいります。 

 

○ スポーツ 

スポーツにつきましては、地域でのスポーツ活動や健康づくりを推進するため、

スポーツ教室やイベントなどを開催するとともに、スポーツ施設や設備の充実を

図ってまいります。 

子どもたちの夢づくりを応援するために、スポーツ選手などから学ぶ機会を提

供するほか、少年団活動への支援や体力・運動能力の向上に資する取り組みを進

めてまいります。 

また、前年度に設立したＢ＆Ｇ海洋クラブにより、森林公園貯水池やプールに

おいて、水に親しむ活動を推進してまいります。 
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■ 花と緑に包まれた美しく安全なまちづくり 

○ 防災 

防災につきましては、町民が安全で安心して暮らすことができる、災害に強い

まちづくりを進めるために、町民の防災意識の向上が図られるよう、避難所運営

などの訓練を実施するとともに、防災機能の強化、広域防災連携の推進、関係機

関・団体との防災協定など、総合的な防災体制の確立を図ってまいります。 

本年度は、つつじ館に非常用発電機を整備するなど計画的に非常用発電機を避

難所に整備して、町民が安全で安心して暮らすことができる、災害に強いまちづ

くりを進めてまいります。 

また、複合施設整備事業においては、防災の拠点施設として安全性の高い施設

とするとともに、避難所として活用することを想定し、防災広場等を整備してま

いります。 

 

○ 消防 

消防につきましては、複雑多様化、大規模化する災害に迅速・的確に対応でき

る消防力を整備してまいります。 

本年度は、消防水利の確保に向け、防火水槽の増設を行うとともに、地域防災

力の充実強化のため、２８年が経過し老朽化した消防分団車の更新を行います。 

本年は東神楽消防団が１００周年の節目を迎える年でもあります。 

先人達が歴代、築き上げてきた伝統に敬意を表するとともに、これからも地域

防災力の中核を担う消防団の重要性を認識し、活動の活性化を進めてまいります。 

また、中央消防会館については、老朽化していることから複合施設整備事業の

中で建替えてまいります。 
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○ 交通安全 

交通安全につきましては、「交通安全協会」と「防犯協会」が、本年４月１日よ

り「交通・防犯協会」として統合される予定となっております。交通安全活動と

防犯活動の更なる連携強化が図られることを期待しております。 

また、交通事故のないまちづくりを目指して、警察や交通・防犯協会などと連

携しながら啓発活動や交通安全教育を推進し、町民の交通安全意識の高揚を図り

ながら、本年９月７日の交通事故死ゼロ１,５００日を目指し、交通事故を未然に

防止するための環境づくりに努めてまいります。 

あわせて、町内の交差点などの危険箇所や通学路を中心とした各種交通安全施

設の整備・拡充に向けて、警察機関に対して引き続き要望をしてまいります。 

 

○ 防犯 

防犯につきましては、２４時間体制の東神楽交番のもと、パトロール強化が図

られており、引き続き「交通・防犯協会」などの関係団体と連携を図りながら情

報提供や防犯パトロールなどを実施し、町民の防犯意識の高揚を図り、犯罪のな

い安全で、安心して暮らせる地域づくりの実現に努めてまいります。 

 

○ 消費者保護 

 消費者保護につきましては、町民の消費安全を図るため、旭川市消費生活セン

ターと連携しながら、情報の収集や対策に取り組むとともに、年々多様化する悪

質商法などの予防・啓発活動を「東神楽町犯罪及び交通事故のない安全で安心な

まちづくり連絡会」を通じて行ってまいります。 

 

○ 環境保全 

環境保全につきましては、自然環境と共生する清潔で美しいまちを目指して、
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広報・啓発活動により、町民や事業者の環境保全意識の高揚を図るとともに、自

主的な活動を促進しながら環境対策を進め、リサイクルを推進し、ＳＤＧｓなど

地球環境にも配慮したまちづくりを進めてまいります。 

 

○ ごみ処理 

ごみ処理につきましては、ごみ収集事業者と連携を図りながら「資源循環型社

会」の形成に向けて、ごみ分別の徹底と減量化の啓発活動や、資源物と使用済小

型家電のリサイクル体制の充実など再資源化と有効活用を推進し、大雪清掃組合

と連携した効率的なごみ処理体制の強化とごみの減量化を図ってまいります。 

し尿・浄化槽汚泥処理については、旭川市を含む広域的連携のもと、収集・処

理体制の効率化と充実に努めてまいります。 

 

○ 下水道等 

下水道事業につきましては、現有施設の適正な維持管理に向け、下水道ストッ

クマネジメント計画に基づいて、引き続き施設の更新事業を進めてまいります。 

経営の健全化については、下水道使用料の改定などを含めて健全経営の推進に

向けて検討してまいります。 

また、下水道事業による集合処理ができない地域におきましては、今後も合併

処理浄化槽の設置を推進するとともに、適正な維持管理を指導してまいります。 
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■ 利便性のある快適なまちづくり 

○ 土地利用及び都市計画 

土地利用及び都市計画につきましては、すでに国営緊急農地再編整備事業や地

域高規格道路の整備、河川改修などの大型事業が着手されておりますので、引き

続き、関係機関と連携しながら、都市計画マスタープランに基づき、景観にも配

慮した土地利用を総合的かつ計画的に進めてまいります。 

 

○ 道路 

道路につきましては、ひじり野地区や中央市街地地区の生活道路も含めた道路

ストックの修繕計画に基づき、引き続き修繕事業を実施してまいります。 

橋梁については、長寿命化修繕計画に基づいて修繕を継続してまいります。 

 

○ 公共交通 

 公共交通につきましては、民間バス事業者に対して、運行本数や路線の充実な

ど、バス利用者の利便性の向上に向け、きめ細やかな対応を引き続き要望してい

くとともに、町営バスにおきましては、通学のほか町民の身近な移動手段である

ことから、その適正な運行と安全管理に努めてまいります。 

 

○ 住宅 

公営住宅につきましては、長寿命化計画に基づき、既存公営住宅の適正な維持

管理に努めてまいります。 

 

○ 雪対策 

雪対策につきましては、安全かつ円滑な交通や学童などの通学路の確保のため、

関係機関や地域住民と連携を図りながら、効率的・効果的な除排雪を進めてまい
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ります。 

また、宅地内の雪処理対策として、引き続き、融雪施設の設置に対して助成を

行うとともに、融雪施設の設置を希望されない高齢者世帯等につきましては、地

域で除雪を行う行政区、町内会等を対象にした小型除雪機の貸し出しを実施して

まいります。 

 

○ 公園・緑地・墓地 

公園・緑地につきましては、町民の憩いの場、子どもの遊び場の確保と、緑あ

ふれる快適な環境づくりに向けて、安全に安心して利用できるよう、公園施設の

適正な維持管理に努めてまいります。 

墓地につきましては、「東神楽町新墓園実施設計」を行うとともに、地権者との

用地買収と物件補償を進めるなど、今後の墓地整備などに向けた取り組みを進め

てまいります。 

また、葬斎場におきましては、令和２年度大雪葬斎組合予算に「大雪葬斎場整

備事業基本設計」の予算を計上し、地域住民をはじめ、他の大雪葬斎組合構成町

と建設計画の協議を進めてまいります。 

 

○ 河川 

河川につきましては、近年の異常気象により、河川の氾濫など予期せぬ災害が

発生していることから、八千代川・稲荷川の河川改修の早期着手やポン川改修の

早期完成、さらに、改修完了までの期間は適切な維持管理を行うよう北海道に対

して引き続き強く要望をしてまいります。 

また、地域住民や関係機関と連携して、普通河川や排水路の浚渫など適正な維

持管理に努めるとともに、緊急自然災害防止対策事業により町管理河川の改修を

行ってまいります。 
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○ 上水道 

上水道につきましては、安全な水の安定供給に向け、中長期的な経営戦略をも

とに、水道事業が将来にわたって、健全な財政運営を図るため、引き続き業務内

容や水道料金の改定などについて検討を進めてまいります。 
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■ 連携と協働で築く自主自立のまちづくり 

○ 協働のまちづくり 

協働のまちづくりにつきましては、町民と行政が協働して地域社会における課

題を解決するまちづくりに向けて、各種政策形成の過程で積極的に町民参画を進

めるとともに、広報紙やホームページ、フェイスブックなどの充実、まちづくり

懇談会の開催など広報・広聴活動の一層の充実に努めてまいります。 

 

○ コミュニティ 

コミュニティにつきましては、地域住民自らによる地域課題の解決や魅力ある

地域づくり、ともに支え合う地域づくりに向け、地域の特性を活かした「地区別

まちづくり計画」に掲載している事業を推進しながら、コミュニティ活動の拠点

となる自治公民館の構築と、住民自治のまちづくりを強化する条件整備を進めて

まいります。 

「地区別まちづくり計画」で掲げている各地区の取組みの推進におきましては、

ふるさと納税も活用しながら、地区公民館や町民団体が行う地域活性化の事業に

対して支援をしてまいります。 

また、行政区・町内会の再編を支援し、組織力の強化と活動の活性化を促して

まいります。 

 

○ 情報化 

情報化につきましては、町民サービスの向上と行政運営の効率化、町全体の活

性化に向け、行政内部の情報化の一層の推進や、多様な分野における情報サービ

スの提供を行ってまいります。 

前年度に、ブロードバンドサービス未提供エリアの一部で、民間事業者による

サービスが開始されたことから、引き続き、町内全域のブロードバンド化に向け、
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ケーブルテレビ等関係機関に要望していくとともに、公衆無線ＬＡＮ環境整備事

業で整備した光ファイバーケーブルの利活用も含め、事業の実施等の検討を行っ

てまいります。 

 

○ 交流 

交流につきましては、国際化の一層の進展に対応した人づくり、地域づくりを

進めるために、本年度は、東神楽中学校と姉妹校である台湾桃園市大園国民中学

校の生徒の受け入れ事業を行い、多様な異文化の生活、習慣や価値観を受容し、

共生する態度を養うなど、国際理解教育の促進に努め、家庭・学校・地域が一体

となった国際交流を推進してまいります。 

また、国内における地域間交流も人材育成や地域活性化の大きな契機となるこ

とから、相互の地域資源を活用した交流に努めてまいります。 

 

○ 人権・男女共同参画 

人権につきましては、あらゆる差別をなくし、すべての人権が尊重される社会

を目指し、人権擁護委員と連携して、啓発事業や相談事業を実施してまいります。 

男女共同参画につきましては、「東神楽町男女共同参画計画」に基づき、基本理

念である「男女が互いを尊重し、ともに活躍できるまちづくり」を目指して、あ

らゆる分野で男女共同参画社会が形成されるよう努めてまいります。 

 

○ 行政運営 

行政運営につきましては、限られた資源を有効に活用し、自立性の高い行政運

営を持続的に進めるため、効果的な行政サービスを提供できるよう、業務の改善・

改革を図ってまいります。 

また、引き続き職員研修の充実など職員の人材育成や適正な定員管理などの推
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進に努めてまいります。 

 

○ 財政運営 

財政運営につきましては、今後の大規模事業の実施により、起債残高が一時的

に膨らむことが想定されるため、事業の優先度を考慮しながら、公債費の平準化

を図るなど、財政構造の弾力性と規律を堅持し、持続可能な行政サービスの提供

に向けた財政運営を行ってまいります。 

歳入確保におきましては、町税などの収納率向上のため、新たな未納者を生ま

ない取り組みを優先し、コンビニ収納による納税者の利便性の向上を図りながら、

納税者個々の状況を考慮した徴収を行ってまいります。 

また、ふるさと納税やクラウドファンディングを活用した資金の調達などの取

り組みを推進し、町と町の特産品を全国に発信するとともに、町の財政に資する

施策を展開してまいります。 

今後とも、自主財源の確保に努力を払い、経常経費の節減と健全かつ効率的な

財政運営に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


